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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 










そこで本論文では，書き換え可能な素子である FPGA(Field Programmable Gate 
Array)を用いて永久磁石同期電動機の全ディジタルハードウェア速度制御系を構築し，











現するための SiC 素子を用いた 3 相電圧形インバータの基本構成と可変速駆動を実現



















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は PMSMの可変速速度制御系の設定値変化及び外乱応答に対して高応答を実現
する研究であり，高周波数 PWMで駆動できる SiCインバータを用い、PWM周期と同
じ周波数で制御を行う全ディジタルハードウェア可変速速度制御系を構築し，ステップ
状の外乱を仮想的な速度指令値として取り扱うことでFRITを用いた2自由度制御器設
計が行えることを提案している。提案手法は 1組の入出力データでゲイン設計ができる
ため現実的で産業界での貢献が期待できる。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著
者の説明によって質問者の理解が得られた。  
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
